
               

〈実施報告〉 

第 1回九州大学人社系副専攻プログラム研究ポスター報告会 

 

主催：九州大学人社系副専攻プログラム委員会 

担当委員：国分航士、陳思聡、八並廉、藤井秀道、箕浦永子 

 

 2023 年 12 月 15 日（金）、人社系副専攻プログラム委員会の主催による第 1 回九州大学

人社系副専攻プログラム研究ポスター報告会を開催いたしました。 

 本報告会は、副専攻プログラムの履修者を中心に、自身の専門分野を超えた幅広い分野を

学ぶとともに、それぞれの学部や学府、研究分野を越えた学生間の幅広い交流を行う機会を

提供することを目的としたものです。本学の学部生・大学院生を対象に、広く報告者の募集

を行い、委員会による審査を経て、報告者を決定いたしました。 

 その結果、当日は、様々な分野を専門とする学部生・大学院生による 24件の報告が行わ

れました。報告会には、報告者に加えて、約 50 名の学生・教員にご参加いただきました。

参加者からは、「ポスター報告だと、気軽に参加しやすい」、「ポスター報告は初めてだった

ため、最初は戸惑ったが、自分の報告を身近に聞いてもらえるという実感を得ることができ

た」、「普段、関わりの少ない分野の話を聞くことができ、有意義な機会だった」などの感想

がありました。また、報告会の最後には閉会式が行われ、人社系協働研究・教育コモンズ企

画運営室長の大石桂一教授より、ご挨拶をいただきました。 

 ポスター報告会にご参加いただきました皆様、準備・運営にご助力いただいた方々には、

心より御礼申し上げます。 

 なお、次ページ以降、ポスター報告会の様子、報告者一覧、報告ポスターをご紹介いたし

ます。 

  



               

 

 

ポスター報告会の様子① 

 

 

ポスター報告会の様子② 



第１回九州大学人社系副専攻プログラム 研究ポスター報告会　発表者一覧

報告
パート

報告
番号

報告者名 報告題目

A 1 沈思語（経済学府経済システム専攻）
Do material environmental strategies matter to corporate financial performance? :
Evidence from global countries

B 2 伊藤泰規（経済学府経済システム専攻）
Trend changes and the driving forces of Environmental Indicators of countries
around the world

A 3 徐頴（経済学府経済システム専攻） Factors Contributing to the Diffusion of New Energy Vehicles in China

B 4 朱禾匀（経済学府経済システム専攻）
Productivity analysis considering CO2 emissions in the Basic Metal Industry of
Various Countries

A 5 疋田弥紅（芸術工学府芸術工学専攻） 障害者のプロ・オーケストラ体験デザインとアクセシビリティ向上のための一考察

B 6 Liang Shuyi（経済学府経済工学専攻）
The Impact of Pandemic-Induced Lockdown Policy on Income Inequality: Evidence
from China

A 7 Jiahui Kuai（経済学府経済システム専攻）
Decomposition of critical metal management in U.S. manufacturing sectors from
2000 to 2022

B 8 國崎康平（文学部人文学科） 近代天皇制における「御手植」

A 9 村上真悟（マス・フォア・イノベーション連係学府） 統計的因果推論による法的因果関係の分析

B 10 杉山聖佳（法学部） 学校事故における責任の所在

A 11 竹石明生（法学部） メタバース上のアバターに関する人格的権利

B 12 毛丹寧（経済学府経済システム専攻） A decomposition analysis of the energy system patent with blockchain technology

A 13 王一舟（経済学府経済システム専攻）
How corporate climate mitigation actions affect the cost of capital: Evidence from
2,100 Japanese firms

B 14
黒瀬武史（人間環境学研究院都市・建築学部門）・古
川翔（人間環境学府都市共生デザイン専攻）・高桑正
誠（人間環境学府都市共生デザイン専攻）

福岡地域戦略推進協議会と連携した民有公共空間の活用に関する社会実験

A 15

○藤原郁大（人間環境学府都市共生デザイン専攻）・
角南萌々子（人間環境学府都市共生デザイン専攻）・
吉屋碧衣（人間環境学府空間システム専攻）・成枝大
地（人間環境学府空間システム専攻）・塘口慧（人間
環境学府空間システム専攻）

学生の手による空き家活用の実践
ー糸島地区のまちなかにある空き家を「学生活動の拠点」へと再生し、地域と大学
の連携の促進を目指すー

B 16 吉村朋子（法学府法政理論専攻） NFTの”盗難”への対応と法律の関係

A 17 古賀大智（法学部） 日本遺産制度とNPO法人税制

B 18 松瀬萌々香（法学府法政理論専攻） 医療情報データベースの構築・連携に向けた法的課題

A 19
張徳謀（地球社会統合科学府地球社会統合科学専
攻）

新資料・新視点による戦後日中関係の再検討：1950年代を中心として

B 20
○ダ―ゴール アイシェ ニハン（人間環境学府空間シ
ステム専攻）・仮屋翔平（人間環境学府空間システム
専攻）

「トルコ・シリア地震｜不安な仮設住宅での生活の中に集い安らぎの場所を」プロ
ジェクト

A 21 田中佑（人文科学府歴史空間論専攻） 大日本帝国憲法における権力の分立と協働

B 22 髙野恵（人文科学府歴史空間論専攻） 昭和戦前期における選挙活動の方法と実態

A 23 栗原悠里子（文学部人文学科） 箱崎遺跡出土人骨の齲歯の分析からみた江戸時代人の健康状態

B 24 Nicolas Mafael（法学府法政理論専攻） 民法上と借地借家法上の賃借人の権利の法的保護・日本とドイツの比較法研究

2023年12月15日(金)
プログラム 報告番号1～24　パートＡ（15：35 ～ 16：15）パートＢ（16：20 ～ 17：00）
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